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 開催日：2025年9月20日（土）：県民公開講座（15時〜），ピアノ演奏会
21日（日）：学会当日

 会場：横浜開港記念館（全館，１階，２階部分）

 学会長：中西理佐子氏（横浜南共済病院）

 テーマ：Science & Sustainability
〜次世代へ伝えたい作業療法の魅力〜





内容：

社会が認知症への理解を備えたら、あらゆるインフラ、サービスは認知症のある人が利用しやすいものになり、失敗をして自
尊心が傷つくことは減るはずです。私たちが認知症への理解を備えたら、無自覚なまま発せられた言葉で認知症のある人のこ
ころが傷つくことは減るはずです。診断されても自ら積極的に援助に繋がり前向きになれそうです。そうして認知症のある人
が生きやすい時代が到来するはずです。認知症への関心は抱かれやすくなったようですが、理解は十分とは言えません。それ
では認知症への理解を深めるためにはどうしたら良いのでしょうか。
そのためには自分の中にある認知症へのスティグマ（負の決めつけ、ラベリング）に気づく必要があります。認知症のある人
の声と語りに触れることは、認知症のある人の心情や可能性を知り、自分の中にある認知症へのスティグマに気づく機会にな
ります。認知症について考える、表現する、語り合う際に望ましい言葉を選ぶことも大切です。言葉を用いた人、言葉を見た
人、聞いた人の中にあるスティグマを弱める力になります。望ましい言葉の原則を知ることは、自分と社会にある認知症への
スティグマを弱める力になります。書籍やSNSには認知症へのスティグマを強める言葉が潜んでいます。こうした言葉、表
現を鵜呑みにしないリテラシーを備えたいものです。
そしてさらに認知症について理解を深めたい時、残念ながら医学は力不足です。認知症は生活に影響を与えます。ですから
診断の時も、診断後の暮らしのためにも、生活を見て、考えて、強みを活かし、苦手を補う視点が欠かせません。



神奈川県県民講座は参加費無料で，
当日にお越しいただければ大丈夫です．

当日，お待ちしております．

本日は，貴重なお時間を頂き，
誠にありがとうございました．

神奈川県作業療法士会
第20回 学会実行委員会


